






胆道閉鎖症(以下本症)は小児の外科的疾患の中では比較的頻度の高いもので、10,000 出生

に 1例といわれている。葛西の肝門部空腸吻合術によって、本症は治療可能な疾患となり

、現在では術式も洗練され、術前・術後管理も確立したので多くの症例に良い術後成績が

得られるようになった。この研究の目的は我々の症例を通じて、本症の治療における早期

診断－その一つの手段としてのマススクリーニングの意義を明らかにすることである。 


